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塙町議会だより第162号塙町議会だより第162号 23

⼦ども第三の居場所運営事業予算などを可決

一般会計おもな使いみち

役場新庁舎建設第Ⅰ期⼯事費

出産・⼦育て応援交付⾦

脱炭素先⾏地域計画提案書
作成業務委託料

新規就農者⽀援補助⾦

新規就農者経営開始資⾦補助⾦

桜⽊橋・桜⽊歩道橋補修⼯事費地域商⼯振興活動事業補助⾦ ⼊学祝⾦

⼦ども第三の居場所運営事業費
※ 7 ページに事業内容掲載

令和５年度 ⼀般会計予算総額６9億690万円

歳入合計
63億8,189万円

諸収入
4240万円（0.61％） 

分担金・負担金
　2726万円（0.39％）
寄附金
　705万円（0.10％）

歳出合計
69億690万円

＜特別会計＞ 予算額 ＜事業会計＞ 予算額

国 民 健 康 保 険 9億2371万円 上水道事業（収益的支出） 2億3664万円

介 護 保 険 12億1692万円 上水道事業（資本的支出） 1億4417万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億1921万円 下水道事業（収益的支出） 4億4185万円

下水道事業（資本的支出） 1億7907万円

源源

財財

存存
依依

73.14％73.14％73.14％

源財主自  26.86
    ％

繰越金　
3500万円（0.51％） 

地方交付税
　26億6708万円
　（38.61％） 

町債　
10億7470万円（15.56％） 

町税
9億1532万円（13.25％）

地方消費税交付金 1億9635万円（2.84％）

配当割交付金
419万円（0.06％）
株式等譲渡所得割交付金
　384万円（0.06％） 
地方特例交付金
　489万円（0.07％） 
利子割交付金
　31万円（0.01％） 
法人事業税交付金
　1499万円（0.22％） 
環境性能割交付金
　294万円（0.04％） 
交通安全対策特別交付金
　54万円（0.01％）

繰入金
7億4886万円（10.84 ％）

農林水産業費
7億7024万円
（11.15％） 民生費

11億5918万円 
（16.78％） 

総務費
16億9475万円 
（24.54％） 

土木費
8億1857万円
（11.85％） 

公債費
7億6111万円
（11.02％） 

教育費
7億5172万円
（10.88％）

衛生費
4億8286万円（6.99％） 

消防費
2億2487万円（3.26％）

商工費
1億6447万円（2.38％）

議会費
6917万円（1.00％） 
その他
997万円（0.15％） 

歳入合計
69億690万円

国庫支出金
4億5958万円（6.66％） 

県支出金
　5億2536万円（7.61％） 

３月

定 例 会 の
あ ら ま し

  町債 6 億 2140 万円
  基⾦   4674 万円

（国県補助⾦ 280 万円）

（⼀般財源 880 万円）

（⼀般財源 300 万円）

分担⾦・負担⾦  21 万円
地域海洋センター助成⾦ 960 万円
⼀般財源     88 万円

（県補助⾦ 300 万円）

6 億 6814 万円

280 万円

880 万円

5200 万円3000 万円 650 万円

300 万円

1069 万円

300 万円

  国⽀出⾦ 3053 万円
  町  債 2140 万円
  ⼀般財源   7 万円

（振興基⾦ 3000 万円） （⼀般財源 650 万円）

（ ）

※農業集落排水処理事業および公共下水道事業の両特別会計は、令和5年度から事業会計へ移行と
　なりました。

地方譲与税 9587万円（1.39％）

使用料・手数料　6111万円（0.88％）
財産収入　1929万円（0.28％）

（ ）

（県⽀出⾦ 4019 万円）

林業・⽊材産業成⻑産業化
促進対策補助⾦
4019 万円

（ ）
※かっこ内は財源内訳



塙町議会だより第162号塙町議会だより第162号 45

３
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
開
催
し
た
、
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

令
和
５
年
度
予
算
質
疑

　
　

戸
籍
・
住
民
票
な
ど

　
　

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ

ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
、
ま
た
、
運
用
後
の
年

間
コ
ス
ト
。

　
　

毎
年
利
用
料
を
支
払

　
　

う
。
令
和
５
年
度
は

導
入
ま
で
に
約
６
カ
月
か

か
る
た
め
、
利
用
料
は
６

カ
月
分
で
積
算
し
て
い

る
。
正
式
導
入
後
の
翌
年

度
以
降
の
年
間
経
費
は
、

総
額
で
２
２
３
万
６
千
円

の
見
込
み
。
中
間
サ
ー
バ
ー

機
器
の
更
新
は
、
５
年
後

に
新
規
機
器
を
導
入
予
定
。

令
和
５
年
度
は
導
入
ま
で
に
約
６
カ
月

　
　

警
備
業
務
委
託
料　

　
　

（
人
権
相
談
費
）
は

何
の
警
備
委
託
。

　
　

社
会
を
明
る
く
す
る

　
　

運
動
非
行
防
止
研
修

大
会
を
塙
町
で
開
催
予
定

で
あ
り
、
石
川
郡
・
東
白

川
郡
か
ら
約
２
０
０
名
参

加
す
る
た
め
警
備
を
委

託
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
大
会
を
塙
町
で
開
催
予
定

　
　

空
き
家
除
去
補
助
金

　
　

の
対
象
者
等
。

　
　

登
記
事
項
証
明
書
の

　
　

所
有
者
に
記
載
さ
れ

て
い
る
方
も
し
く
は
法
定

相
続
人
等
で
、
個
人
が
所

有
す
る
空
き
家
、
一
戸
建

て
の
住
宅
等
で
あ
る
。

　
　

危
険
空
き
家
と
認
定

　
　

さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
対
象
と
は
な
ら
な
い

の
か
。

　
　

将
来
的
に
使
用
し
な

　
　

い
住
宅
を
対
象
と
す

る
。
危
険
空
き
家
を
増
や

さ
な
い
の
が
目
的
。

危
険
空
き
家
を
増
や
さ
な
い
の
が
目
的

　
　

地
域
活
性
化
起
業
人

　
　

制
度
事
業
委
託
の
令

和
４
年
度
の
事
業
成
果
と

令
和
５
年
度
の
事
業
内
容
。

　
　

産
経
新
聞
社
か
ら
制

　
　

度
を
利
用
し
町
に
派

遣
さ
れ
て
お
り
、
主
に
新

聞
社
の
サ
イ
ト
を
活
用
し

て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
告

知
・
発
信
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え

て
令
和
５
年
度
は
、
ト
ヨ

タ
・
コ
ニ
ッ
ク
・
プ
ロ
株

式
会
社（
本
社
：
東
京
都
）

か
ら
塙
町
で
新
た
な
交
通

モ
ビ
リ
テ
ィ
を
実
証
で
き

な
い
か
と
い
う
提
案
が
あ

り
、
人
口
が
集
中
し
て
い

る
箇
所
（
大
字
塙
地
区
）

の
高
齢
者
を
対
象
に
４
月

中
旬
頃
か
ら
電
気
自
動
車

（
７
人
と
４
人
乗
り
・
速

度
約
20
㌔
）
を
塙
厚
生
病

院
か
ら
道
の
駅
ま
で
を
走

ら
せ
る
計
画
。

　
　

中
山
間
地
区
の
公
共

　
　

交
通
と
の
組
み
合
わ

せ
は
で
き
る
の
か
。

　
　

交
通
空
白
地
域
の
問

　
　

題
は
認
識
し
て
い

る
。
ト
ヨ
タ
か
ら
助
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
ど
う

い
う
交
通
体
系
が
よ
い
の

か
を
検
討
し
て
い
く
。

大
字
塙
地
区
に
電
気
自
動
車
を
走
ら
せ
る
計
画

秋
ご
ろ
２
日
間
、
塙
町
で
開
催
予
定

　
　

全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト

　
　

の
開
催
内
容
。

　
　

町
は
、
令
和
３
年
度

　
　

に
全
国
源
流
の
郷
協

議
会
に
加
盟
。
協
議
会
か

ら
、
塙
町
で
の
サ
ミ
ッ
ト

開
催
の
打
診
が
あ
り
承
諾

を
し
た
。
開
催
は
、
秋
ご

ろ
２
日
間
を
予
定
し
て
い

る
。
加
盟
の
30
市
町
村
な

ど
が
集
ま
り
、
首
長
サ

ミ
ッ
ト
、
基
調
講
演
、
事

例
報
告
な
ど
を
行
う
。
ま

た
、
源
流
域
に
案
内
し
町

の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
。

３月

定 例 会 の
あ ら ま し

ＡＡ

QQ

ＡＡ

QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ

妊
娠
時
・
出
産
時
に
５
万
円

　
　

出
産
・
子
育
て
応
援

　
　

交
付
金
の
内
容
。

　
　

妊
娠
時
に
５
万
円
、

　
　

出
産
時
に
５
万
円
を

交
付
す
る
。
そ
れ
以
外
に

も
、
妊
婦
・
子
育
て
世
帯

が
安
心
し
て
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭

訪
問
事
業
や
子
育
て
サ
ロ

ン
な
ど
を
展
開
し
て
い

く
。

１
人
当
た
り
５
万
円

　
　

入
学
祝
金
の
内
容
・

　
　

内
訳
。

　
　

１
人
当
た
り
５
万
円

　
　

を
支
給
す
る
。
令
和

５
年
度
小
学
校
入
学
予
定

者
60
名
、
中
学
校
入
学
予

定
者
65
名
、
そ
の
ほ
か
年

度
途
中
で
の
転
入
者
５

名
、
１
３
０
名
分
を
見
込

ん
で
計
上
し
て
い
る
。

QQ

ＡＡ QQ

ＡＡ

白
石
禎
美
氏
に
関
す
る
漫
画
を
作
成

　
　

町
出
身
偉
人
漫
画
作

　
　

成
事
業
の
内
容
。

　
　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
の

　
　

財
源
を
活
用
し
実
施

す
る
も
の
で
、
私
財
を
投

じ
て
塙
工
業
高
校
や
塙
厚

生
病
院
の
建
設
、
水
郡
線

の
開
通
な
ど
数
多
く
の
功

績
が
あ
る「
白
石
禎
美
氏
」

に
関
す
る
漫
画
を
作
成
し

発
行
す
る
。
支
払
う
手
数

料
は
、執
筆
料
と
監
修
料
・

デ
ザ
イ
ン
料
に
な
る
。

　
　

ど
の
よ
う
に
活
用
す

　
　

る
の
か
。

　
　

漫
画
の
作
成
・
発
行

　
　

だ
け
で
な
く
、
学
校

の
授
業
へ
の
導
入
、
公
共

施
設
で
の
配
架
な
ど
の
事

業
展
開
を
考
え
て
い
る
。

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ

２
つ
の
研
修
会
を
予
定

　
　

成
年
後
見
制
度
研
修

　
　

の
対
象
者
。

　
　

２
つ
の
研
修
会
を
予

　
　

定
。
一
つ
は
、
介
護

保
険
制
度
に
お
け
る
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
所
職
員
、
医
療
機

関
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
。
も
う
一
つ
は
、
保

健
推
進
員
や
介
護
予
防
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
高
齢
者
見

守
り
隊
な
ど
地
域
で
活
動

す
る
方
。
制
度
に
関
心
の

あ
る
一
般
の
方
も
参
加
可

能
と
す
る
。

　
　

新
規
事
業
「
成
年
後

　
　

見
人
制
度
利
用
者
支

援
体
制
整
備
」
で
、
町
内

の
有
資
格
者
は
何
名
か
。

　
　

現
在
、
有
資
格
者
は

　
　

ゼ
ロ
だ
が
、
今
後
研

修
会
や
養
成
講
座
な
ど
を

通
じ
て
育
成
し
て
い
き
た

い
。

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ

乗
り
降
り
の
ど
ち
ら
か
が
塙
町
で
あ
れ
ば
対
象

　
　

高
齢
者
外
出
支
援
タ

　
　

ク
シ
ー
助
成
委
託
料

が
令
和
４
年
度
と
同
額
で

あ
る
が
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
実
績
で

　
　

算
定
し
て
い
る
が
、

利
用
者
が
増
加
し
た
場
合

は
補
正
予
算
で
対
応
し
た

い
。
乗
り
降
り
は
町
内
に

限
る
と
し
て
い
た
が
、
令

和
５
年
度
か
ら
は
乗
り
降

り
の
ど
ち
ら
か
が
塙
町
で

あ
れ
ば
対
象
と
す
る
。
地

域
に
よ
る
利
用
枚
数
な
ど

は
今
後
も
検
討
し
て
い

く
。

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ



金
澤
代
表
監
査
委
員
選
任
を
同
意

　
　
　
　

一
般
会
計
予
算
５
億
１
６
２
３
万
円
を
減
額
補
正

　
　

月
定
例
会
は
、
３
月

　
　

７
日（
火
）
か
ら
15
日

　

（
水
）
ま
で
の
９
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

条
例
制
定
等
８
件
、
計

画
策
定
等
２
件
、
指
定
管

理
者
の
指
定
２
件
、
町
道

路
線
の
認
定
等
２
件
、
予

算
12
件
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問

は
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
政
の
課
題
等
に
つ
い
て

議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
議
員
発

議
１
件
、
条
例
２
件
、
人

事
案
件
１
件
が
追
加
議
案

と
し
て
提
出
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・

同
意
と
な
り
ま
し
た
。

例 会 の
あ ら ま し
定

３月

３

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
内
容
】

・
サ
ー
バ
室
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
更
新
業
務
委
託
料

　

△
１
６
５
０
万
円

　

世
界
的
な
半
導
体
不
足
に
よ
り
、
部
品
の
製
作
の
め
ど
が
立

た
な
い
た
め
見
送
り
と
し
た
も
の
。

・
雇
用
拡
大
奨
励
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　

△
１
６
０
万
円

　

事
業
費
確
定
に
よ
る
減
額
だ
が
、
４
社
へ
補
助
金
を
交
付
し
た
。

・
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
措
置
牧
柵
・
鉄
柵
設
置
事
業
補
助
金

　

△
２
８
０
万
円

　

イ
ノ
シ
シ
の
出
没
が
少
な
か
っ
た
た
め
、申
請
が
減
少
し
た
。

・
浸
水
被
害
軽
減
総
合
計
画
策
定
業
務
委
託
料

　

△
６
０
０
万
円

　

都
市
計
画
区
域
内
の
雨
水
・
排
水
に
よ
る
内
水
氾
濫
被
害
軽

減
に
向
け
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
対
策
を
一
体
的
・
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
計
画
し
て
い
た
が
、
ハ
ー
ド
対
策
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
に
は
、
ソ
フ
ト
対
策
を
先
行
し
検
討
を
重
ね
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
、
当
面
ハ
ー
ド
対
策
に
係
る
業
務
内
容
を
見

合
わ
せ
た
た
め
。

・
空
気
清
浄
機
購
入
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
０
万
円

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
に
、
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
各
教
室
に
設
置
す
る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

主
に
、
令
和
４
年
度
中
に
実
施
し
た
各
事
業
の
確
定
・
実
績
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
事
業
縮
小
、
半
導
体
な
ど
の
資
材
・
材
料
不
足
の
た
め
事
業
見
送
り
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

予
算
減
額
。
全
体
で
５
億
１
６
２
３
万
円
を
減
額
し
、
合
計
を
72
億
５
３
０
６
万
円
と
す
る
も
の
。

職務の重要性を十分認識し、職務に精励してまいりたい（同意決定後、あいさつする金澤代表監査委員）

　
　

子
ど
も
基
金
条
例
だ
が
、
積
み
立
て

　
　

る
具
体
的
な
金
額
は
設
定
し
て
い
る

の
か
。

　
　

現
時
点
で
積
み
立
て
る
額
は
決
め
て

　
　

い
な
い
。
こ
の
条
例
は
、
子
ど
も
第

三
の
居
場
所
事
業
実
施
に
併
せ
て
設
置
す

る
も
の
だ
が
、
他
の
子
ど
も
子
育
て
に
関

す
る
事
業
も
運
用
可
能
な
も
の
に
し
て
い

る
。
令
和
５
年
度
に
事
業
を
実
施
し
な
が

ら
、
基
金
に
積
み
立
て
る
金
額
を
含
め
事

業
経
費
を
算
出
し
検
討
し
て
い
く
。

　
　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
分
担
金

　
　

徴
収
条
例
で
、
分
担
金
の
額
を
お
や

つ
相
当
分
減
額
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
子

ど
も
た
ち
の
中
に
は
楽
し
み
に
し
て
い
る

子
ど
も
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
現
地
で
食
べ
ず

　
　

に
家
庭
に
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
い

た
が
、
持
ち
帰
っ
て
も
食
べ
な
い
と
い
う

保
護
者
か
ら
の
意
見
が
あ
り
、
総
合
的
に

判
断
し
て
決
め
た
。

　
　

団
体
の
名
称
の
ほ
か
に
、
代
表
者
や

　
　

理
事
な
ど
も
議
案
の
内
容
と
し
て
提

出
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

提
出
書
類
の
要
件
に
代
表
者
や
理
事

　
　

を
含
ん
で
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
で
確

認
・
審
査
を
し
て
い
る
。

ＡＡ QQＡＡ ＡＡQQ QQ

　

子
ど
も
た
ち
の
孤
立
し
や
す
い
放
課

後
の
時
間
に
家
庭
や
学
校
・
塾
で
も
な

い
、
新
し
い
居
場
所
で
信
頼
で
き
る
大

人
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
、
と
も
に
通

う
仲
間
（
友
達
）
と
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
で
①
自
己
肯
定
感
②
人
と
社
会
と

関
わ
る
力
③
生
活
習
慣
④
学
習
習
慣
な

ど
、
将
来
の
自
立
に
向
け
て
「
生
き
抜

く
力
」
を
育
む
場
所
。

◆
全
員
協
議
会（
３
月
２
日
）で
生
涯
学

習
課
か
ら
事
業
説
明
を
受
け
質
疑
を
行

い
ま
し
た
の
で
、内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

　
　

　
　

大
字
塙
字
代
官
町
48
番
地
１
（
塙

　
　

代
官
所
跡
隣
）

　
　

　
　

平
日
（
週
３
日
程
度
）
で
午
後
２

　
　

時
～
８
時
ま
で
。

　
　

　
　

町
内
の
小
中
学
生
お
よ
び
そ
の
保

　
　

護
者
。
１
日
定
員
20
名
程
度
。

　
　
　

　
　

登
録
料
が
１
人
１
０
０
０
円
で
、

　
　

そ
れ
以
降
の
利
用
は
無
料
。

　
　

　
　

１
食
１
０
０
円
チ
ケ
ッ
ト
制
で
提

　
　

供
す
る
。

　
　

　
　

学
童
保
育
が
終
わ
っ
た
と
き
、
ま

　
　

た
は
放
課
後
に
専
用
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
迎
え
に
行
く
。
帰
り
は
保
護
者

に
来
て
い
た
だ
く
。

　
　

ス
タ
ッ
フ
は
何
名
募
集
し
た
の

　
　

か
。

　
　

10
名
募
集
が
あ
っ
た
。
今
後
状
況

　
　

を
み
て
２
回
目
の
募
集
を
す
る
。

運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
多
め

に
採
用
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

　
　

発
達
障
が
い
の
子
ど
も
を
ど
の
よ

　
　

う
に
受
け
入
れ
る
の
か
。

　
　

保
護
者
に
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
範
囲

　
　

を
き
ち
ん
と
説
明
し
、
受
け
入
れ

を
し
て
い
く
。

　
　　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
最
大
月
80
万
円

　
　

×
12
カ
月
の
計
９
６
０
万
円
。
運

営
開
始
か
ら
３
年
間
助
成
金
が
入
る
。

　
　

運
営
費
に
対
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

　
　

ョ
ン
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

現
段
階
で
の
月
々
の
経
費
を
計
算

　
　

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

る
。

　

初
め
て
の
事
業
で
あ
り
、
議
会
と
し

て
今
後
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

b＆ｇはなわ「はなまるはうす」
子ども第三の居場所事業が 5月中にスタートします
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質 
疑︵

質 
疑︵
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定
︶

質 
疑︵
指
定
管
理
者
の
指
定
︶

質 
疑︵
条
例
︶

質 
疑︵
条
例
︶

質 
疑︵
条
例
︶

﹁
⼦
ど
も
第
三
の
居
場
所
﹂
と
は

ＡＡＡＡＡＡＡＡ QQQQQQQQ
施
設
設
置
場
所
は
。

開
所
日
時
は
。

利
用
者
は
。

利
用
料
は
い
く
ら
か
。

食
事
も
提
供
す
る
の
か
。

送
迎
は
す
る
の
か
。

運
営
費
の
補
助
は
。

　令和５年度より、町内の小学生・中学生およびその保護者を対象に、子どもたちの

放課後等に過ごす居場所を提供する事業がスタートします。

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ QQQQQQQQQQQQ

Ｂ＆Ｇ財団パンフレットより抜粋



一般質問一般質問一般質問 町政を問う町政を問う町政を問う

菊
きくち

地 哲
てつや

也議員 鈴
すずき

木 茂
しげる

議員 金
かなざわ

澤 太
たろう

郎議員

鈴
すずき

木 元
もとひさ

久議員 七
ななみや

宮 広
ひろき

樹議員

青
あおと

砥 與
ようぞう

藏議員 吉
よしむら

村 守
もりひろ

広議員

下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員 吉
よしだ

田 克
かつのり

則議員

・地球温暖化対策

・役場機構改革

・電気料金高騰

・町の魅力アピールと

　観光力アップ

・新型コロナの町内の

　感染状況

・農業政策

・町有施設の

　バリアフリー対応

・児童教育における

　放課後の活用

・マイナンバーカード

　申請状況

・県町村会長

・森林再生事業後の取り組み

・遊休農地活用と

　大麦栽培の取り組み

・県初設定の自転車ルート

・河川土砂処理運搬、

　捨て場

・公共交通空白地区の

　実証実験

・リーディングスキルテスト

・学力向上のための取り組み

・電気自動車充電スタ

　ンド設置

・町営の介護老人福祉

　施設

・高齢者支援係の看板

　設置

・原発事故追加賠償金

・職員採用および

　人事・職員教育関係

・町と利害関係にある団体の

　長および代表者等への委託

　契約および補助金等問題

Ｐ11Ｐ10

Ｐ14Ｐ13

Ｐ16Ｐ15

Ｐ18Ｐ17

Ｐ12

スマートフォンなどお持ちの方で、
専用アプリでＱＲコードを読み取
ると録画映像がご覧いただけます。

一
般
質
問
と
は

　

議
員
が
町
長
な
ど
に
対
し
、
行
政
全
般
に

わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等

を
確
認
す
る
も
の
で
す
。
議
会
だ
よ
り
に
掲

載
し
て
い
る
一
般
質
問
は
、
質
問
登
壇
議
員

自
ら
が
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

一般質問用
ＱＲコード

議案第1号

塙町犯罪被害者等支援条例の制定

原案可決 議案第16号

令和 4年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第 4号）

原案可決犯罪被害者基本法に基づき、町が実施する
犯罪被害者への支援方法等について定める。
1. 見舞金の支給　2. 転居費用の支給

歳入歳出それぞれ 3545 万円を追加し、予算
総額を歳入歳出それぞれ 9億 9840 万円とす
るもの。

議案第2号

塙町子ども基金条例の制定

原案可決 議案第17号

令和 4年度塙町農業集落排水処理事業特別
会計補正予算（第 3号）

原案可決子ども第三の居場所事業や子ども・子育て
に係るさまざまな事業の財源確保を目的と
して基金を設置する。

歳入歳出それぞれ 10 万円を追加し、予算総
額を歳入歳出それぞれ 2億 1520 万円とする
もの。

議案第3号

塙町子ども第三の居場所の設置および管理
に関する条例の制定

原案可決 議案第18号

令和 4年度塙町公共下水道事業特別会計補
正予算（第 3号）

原案可決子ども第三の居場所において、関連した事業が実
施するだけでなく、町民が利用することも想定し、
設置および管理に関する条例を制定する。

歳入歳出それぞれ 50 万円を追加し、予算総
額を歳入歳出それぞれ 2億 6992 万円とする
もの。

議案第4号

塙町議会議員および塙町長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定

原案可決 議案第19号

令和 4年度塙町介護保険特別会計補正予算
（第 4号）

原案可決
公職選挙法施行令の一部改正に準拠し、条例
を改正。

歳入歳出それぞれ 363 万円を減額し、予算
総額を歳入歳出それぞれ 12 億 743 万円とす
るもの。

議案第5号

職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例の制定

原案可決 議案第20号

令和 4年度塙町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第 2号）

原案可決

人事院規則の一部改正に準拠し、条例を改正。
歳入歳出それぞれ 678 万円を減額し、予算
総額を歳入歳出それぞれ 1 億 1295 万円と
するもの。

議案第6号

塙町放課後児童健全育成事業分担金徴収条
例の一部を改正する条例の制定

原案可決 議案第21号

令和 5年度塙町一般会計予算

原案可決
学校休業中の分担金の額を変更（減額）する
ため、条例を改正。

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ69億
690 万円とするもの。

議案第7号

塙町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

原案可決 議案第22号

令和 5年度塙町国民健康保険特別会計予算

原案可決出産育児一時金の引き上げ（408000 円→ 488000 円）
のための改正。これにより、出産に係る出産育児一時
金の支給額合計は、町加算額と合わせ 50 万円となる。

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ9億
2371 万円とするもの。

議案第8号

塙町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定

原案可決 議案第23号

令和 5年度塙町介護保険特別会計予算

原案可決道路法施行令の一部が改正されたことに伴
い、条例を改正。

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ12億
1692 万円とするもの。

議案第9号

塙町辺地総合整備計画の策定

原案可決 議案第24号

令和 5年度塙町後期高齢者医療特別会計予算

原案可決田代辺地について、新たに令和 5 年度から
令和 9 年度の 5 カ年計画を策定し、辺地対
策事業債の対象事業とするもの。

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1億
1921 万円とするもの。

議案第10号

塙町辺地総合整備計画の変更

原案可決 議案第25号

令和 5年度塙町上水道事業会計予算

原案可決湯岐辺地、那倉辺地および片貝辺地の計画
内容を変更するもの。

収益的収入予定額を 2億 6048 万円、収益的
支出予定額を 2億 3664 万円、資本的支出予
定額を 1億 4417 万円とするもの。

議案第11号

塙町体育施設および塙町山村広場施設の指定管理者の指定

原案可決 議案第26号

令和 5年度塙町下水道事業会計予算

原案可決指定管理期間の満了に伴い、新たに指定管理
者を指定するもの。指定管理者となる団体「特
定非営利活動法人はなわスポーツクラブ」

収益的収入予定額を 4 億 5734 万円、収益的支出予
定額を 4 億 4185 万円、資本的収入予定額を 7545 万
円、資本的支出予定額を 1億 7907 万円とするもの。

議案第12号

塙町農林水産物直売・食材供給施設の指定管理者の指定

原案可決 発議第1号

塙町議会の個人情報の保護に関する条例の制定

原案可決指定管理期間の満了に伴い、新たに指定管
理者を指定するもの。指定管理者となる団
体「一般財団法人天領の郷はなわ」

議会の個人情報保護制度は、塙町個人情報保護条例によっ
て規律されているが、改正後個人情報保護法が施行される
令和 5年 4月 1日以降はその条例が廃止されるため制定。

議案第13号

町道の路線の認定

原案可決 議案第27号

塙町個人情報保護法施行条例の制定

原案可決
農道台宿 4号線を町道として管理するもの。

個人情報の保護に関する規律が個人情報保
護法に統一され施行に際し、必要となる事
項を定める町条例を新たに制定するもの。

議案第14号

町道の路線の変更

原案可決 議案第28号

個人情報の保護に関する法律の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例整備に関する条例

原案可決農道常世北野 14 号線を町道として管理する
もの。終点部に変更はなく、起点部の延長
による変更。

個人情報保護に関する法律の改正に伴い、
関係する条例について改正後の法律に対応
した内容に改めるもの。

議案第15号

令和 4年度塙町一般会計補正予算（第 6号）

原案可決 同意第1号

監査委員の選任

同 意歳入歳出それぞれ 5億 1623 万円を減額し、
予算総額を歳入歳出それぞれ 72億 5306 万円
とするもの。

代表監査委員 金澤忠良氏を再任するもの。
任期は 1期 4年であり、令和 5年 3月 26 日
から令和 9年 3月 25 日まで。

議　案　等　の　審　議　結　果　一　覧　表
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塙
町
に
お
い
て
脱

炭
素
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

い
ろ
い
ろ
省
エ
ネ

対
策
を
し
て
い
る
が
、
塙

町
の
面
積
の
80
％
を
占
め

る
山
林
に
よ
る
CO₂
吸
収
が

国
内
の
CO₂
削
減
に
大
変
貢

献
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

国
が
全
国
で
１
０

０
自
治
体
を
脱
炭
素
先
行

地
域
に
認
定
す
る
と
し
て

い
る
が
、
各
自
治
体
で
も

提
案
書
の
提
出
の
動
き
が

あ
る
が
塙
町
は
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

令
和
５
年
度
か
ら

脱
炭
素
先
行
地
域
認
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
か
ら
の
交
付
金
で
脱
炭

素
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
脱
炭
素
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
口
減
少
、
地
域
振
興
、

経
済
の
循
環
と
町
民
の
暮

ら
し
の
質
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

時
間
は
な
い
が
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

令
和
５
年
度
中
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

宣
言
を
し
、
国
に
提
案
書

を
提
出
す
る
。

　
　
　

提
案
書
は
塙
町
な

ら
で
は
の
も
の
を
つ
く
る

べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　

塙
町
の
場
合
、
山

林
の
活
用
を
考
え
る
べ

き
。ま
ず
は
、町
、事
業
者
、

町
民
の
代
表
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
の
協
議
会
を

早
急
に
つ
く
り
た
い
。

　
　
　

こ
ど
も
支
援
室
の

業
務
内
容
は
。

　
　
　

学
校
教
育
課
内
に

職
員
３
～
４
名
で
運
営
す

る
。
国
の
こ
ど
も
家
庭
庁

の
広
範
な
業
務
を
担
う
。

従
来
の
学
校
教
育
以
外
の

各
課
に
分
か
れ
て
い
る
子

ど
も
支
援
、
子
育
て
関
連

を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

電
気
料
金
高
騰
へ

の
町
の
対
応
は
。

　
　
　

今
ま
で
に
国
県
支

出
金
を
利
用
し
エ
ー
ル
商

品
券
を
は
じ
め
と
す
る
町

民
の
負
担
軽
減
事
業
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
は
地

方
自
治
体
一
体
と
な
り
国

へ
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　

　
　
　

町
の
対
外
向
け
ア

ピ
ー
ル
の
ツ
ー
ル
と
そ
の

発
信
状
況
を
伺
う
。
ま
た

そ
れ
に
対
す
る
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
　

町
観
光
協
会
よ
り

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
、
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ
ク
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
発
信
し

て
い
る
。
効
果
的
な
発
信

は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
町
の
魅
力
を
発
信

し
観
光
力
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
。
さ
ら
に
、
文
化
財

景
勝
地
イ
ベ
ン
ト
部
門
を

増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

現
在
の
コ
ン
テ
ス

ト
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を

優
先
し
て
行
い
た
い
。
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

Ｐ
Ｒ
動
画
の
発
信

状
況
を
伺
う
。

　
　
　

リ
ー
ル
動
画(

90

秒
以
内)

を
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
発
信
し
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
動
画
を
つ
く
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

町
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
水
上
俵
引
き
を
復
活

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

久
慈
川
は
魚
の
水

利
権
が
あ
り
時
期
が
限
定

さ
れ
る
の
で
、
関
係
団
体

と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

秋
ま
つ
り
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
綱
引
き
競

争
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う

か
。

　
　
　

大
変
面
白
い
企
画

で
あ
る
。
実
行
委
員
会
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

岩
盤
が
固
く
、
安

心
安
全
な
磐(

岩)

城
の

町｢

は
な
わ｣

を
ど
う
発

信
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

地
盤
が
固
い
こ
と

は
町
に
と
っ
て
大
き
な
利

点
で
あ
る
。
企
業
誘
致
に

活
用
し
た
い
。

　
　
　

ダ
リ
ち
ゃ
ん
の
相

方
と
し
て｢

は
な
わ
く
ん｣

と
い
う
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

ぜ
ひ
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
　

死
亡
者
は
把
握
し

て
い
る
か
。

　
　
　

確
認
し
て
い
な

い
。

　
　
　

隣
接
町
村
の
感
染

者
数
は
。

　
　
　

棚
倉
町
１
１
５
１

人
、
矢
祭
町
４
１
６
人
、

鮫
川
村
１
６
８
人
で
あ

る
。

　
　
　

今
後
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
予
定
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

　
　
　

９
月
か
ら
12
月
ま

で
に
年
１
回
接
種
す
る
。

ま
た
、
５
月
か
ら
８
月
ま

で
に
65
歳
以
上
の
方
、
基

礎
疾
患
の
あ
る
方
、
医
療

関
係
の
方
が
行
う
。
費
用

は
当
面
国
が
負
担
す
る
と

し
て
い
る
が
不
透
明
で
あ

る
。

さまざまなツールを使って
町をPRすべき

鈴
すずき

木　茂
しげる

議員

町
の
魅
力
の
発
信
を
充
実
し
、

観
光
力
を
ア
ッ
プ
す
べ
き
で
は
な
い
か

効
果
的
な
発
信
を
行
い

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質 問答 弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

国の脱炭素先行地域募集について塙町の考えは

令和５年度中に提案書を提出する

菊
きくち

地　哲
てつや

也議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

やれるときにやる

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

４
月
よ
り
運
営
を
開
始
す
る

こ
ど
も
支
援
室
は
設
置
す
る
の
か

はなわの花・紅葉フォトコンテスト年間グランプリ作品

質
問

町の新型コロナの感染者数は
令和4年9月26日現在で547人である

電気料金高騰について

町民の負担は認識している



塙町議会だより第162号塙町議会だより第162号 1213

　
　
　

町
有
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
応
の
現
状
を

伺
う
。

　
　
　

福
島
県
の
人
に
や

さ
し
い
町
づ
く
り
条
例
制

定
後
、
新
設
に
つ
い
て
は

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
を
し

て
い
る
。
過
去
の
建
物
に

は
ま
だ
不
十
分
な
点
も
あ

る
。

　
　
　

町
有
施
設
改
修
時

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
し

て
い
く
考
え
が
あ
る
か
伺

う
。

　
　
　

国
・
県
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
令
に
基
づ
き
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

小
中
学
校
に
多
目

的
ト
イ
レ
の
設
置
、
車
い

す
対
応
は
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

塙
小
学
校
に
１
カ

所
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
ト

イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
教
育
施
設
も
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

新
庁
舎
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
を
伺
う
。

　
　
　

全
体
設
計
で
法
の

設
備
基
準
を
十
分
に
満
た

し
て
い
る
。
ま
た
、
各
階

多
目
的
ト
イ
レ
に
は
多
目

的
シ
ー
ト
（
大
人
用
介
護

シ
ー
ト
）・
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
の
シ
ャ
ワ
ー
・
洗

面
台
を
設
置
。
１
階
の
男

女
ト
イ
レ
に
各お

の
お
の々

子
ど
も

用
お
む
つ
替
え
シ
ー
ト
、

各
大
便
器
ス
ペ
ー
ス
１
カ

所
に
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
を
設

置
。

　
　
　

新
庁
舎
に
歩
行
補

助
具
の
設
置
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

電
動
車
椅
子
の
配

備
を
考
え
て
い
る
が
、
利

用
状
況
を
見
な
が
ら
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

小
学
校
児
童
の
放
課
後
の

帰
宅
ま
で
の
過
ご
し
方
を
伺
う
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
徒
歩
で

す
ぐ
帰
宅
す
る
、
学
童
を
利
用
す

る
、
陸
上
や
特
設
ク
ラ
ブ
活
動
に

参
加
す
る
、
下
校
時
刻
ま
で
個
別

に
校
庭
な
ど
で
過
ご
す
。

　
　
　

学
童
利
用
者
の
過
ご
し

方
、学
習
補
助
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

校
庭
や
体
育
館
で
遊
ぶ
、

運
動
す
る
、
宿
題
を
す
る
な
ど
、

各
自
ご
と
に
過
ご
す
。

　

宿
題
は
自
分
で
す
る
こ
と
が
基

本
。
聞
か
れ
れ
ば
ヒ
ン
ト
等
を
出

す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
自

発
的
な
学
習
活
動
以
外
を
補
助
す

る
こ
と
は
な
い
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
能
力

に
学
童
利
用
者
と
の
差
が
生
じ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
同
能
力
を

つ
く
る
環
境
も
少
子
化
の
中
、
与

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　

小
学
校
教
育
に
お
い
て
、

異
学
年
間
で
の
遊
ぶ
時
間
・
行
事
・

清
掃
な
ど
の
機
会
を
設
け
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
形
成

の
一
助
と
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

　
　
　

遊
休
農
地
を
荒
廃

農
地
に
せ
ず
、
休
耕
地
に

し
て
維
持
す
る
考
え
が
あ

る
か
伺
う
。

　
　
　

荒
廃
農
地
に
な
る

こ
と
を
防
ぐ
こ
と
は
重

要
。
農
地
維
持
管
理
、
中

山
間
地
直
接
支
払
等
の
地

域
営
農
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
農
地
中
間
管
理
機

構
を
活
用
し
た
担
い
手
に

よ
る
活
用
も
重
要
。

　
　
　

大
型
機
械
が
利
用

で
き
な
く
な
る
高
齢
農
業

者
の
耕
作
サ
ポ
ー
ト
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
　

直
接
サ
ポ
ー
ト
は

難
し
い
。
高
齢
農
業
者
を

支
援
す
る
組
織
を
つ
く
る

こ
と
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。

　

農
業
維
持
の
た
め
協
議

会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
た

く
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。
何
よ
り
も
食

料
安
保
は
重
要
で
あ
り
、

食
料
自
給
に
対
す
る
危
機

感
を
国
・
県
に
も
訴
え
か

け
て
い
く
。

　
　
　

ト
ラ
ク
タ
ー
等
大

型
機
械
を
町
で
貸
し
出
し

で
き
な
い
か
考
え
を
伺

う
。

　
　
　

レ
ン
タ
ル
も
よ
い

と
考
え
、
過
去
検
討
し
た

が
、
利
用
時
期
が
集
中
す

る
・
修
繕
費
の
高
額
化
な

ど
で
検
討
を
中
断
し
て
い

た
。
高
齢
農
業
者
の
耕
作

サ
ポ
ー
ト
と
合
わ
せ
、
協

議
会
を
使
っ
て
農
業
の
維

持
に
最
良
の
方
法
を
模
索

し
て
い
く
。

町の農業維持対応は

協議会を立ち上げ検討したい

金
かなざわ

澤 太
たろう

郎議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

農は国の礎

　
　
　

近
隣
町
村
で
は
。

　
　
　

棚
倉
町
84
・
８
％
、

矢
祭
町
82
・
８
％
、
鮫
川

村
86
・
２
％
。

　
　
　

全
国
と
福
島
県
で

は
。

　
　
　

全
国
74
・
８
％
、

福
島
県
は
80
・
４
％
で
上

位
の
方
で
あ
る
。

　
　
　

年
代
別
で
は
。

　
　
　

70
歳
か
ら
79
歳

72
・
９
％
、
80
歳
以
上

44
・
３
％
、
０
歳
か
ら
４

歳
乳
児
52
・
２
％
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

２
月
末
ま
で
申
請

が
終
わ
っ
て
い
る
人
は
、

５
月
末
ま
で
付
与
さ
れ

る
。
役
場
に
来
て
い
た
だ

け
れ
ば
手
続
き
の
案
内
を

す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
の
期
限
は
な

い
。

　
　
　

有
効
期
限
は
あ
る

の
か
。

　
　
　

10
回
目
の
誕
生
日

ま
で
。
18
歳
未
満
は
５
回

目
の
誕
生
日
ま
で
。

　
　
　

使
用
で
き
る
医
療

機
関
は
。

　
　
　

車
田
病
院
、
八
重

嶋
歯
科
、
穂
積
歯
科
、
緑

川
歯
科
、
つ
ち
や
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
薬
局
で
は
さ
く

ら
薬
局
店
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
取
得
で
き
な

か
っ
た
人
の
対
応
は
。

　
　
　

国
で
は
、
全
国
民

が
取
得
で
き
る
よ
う
目
指

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
で

は
申
請
支
援
の
業
務
委
託

を
考
え
て
お
り
、
施
設
・

企
業
等
と
連
携
し
て
カ
ー

ド
申
請
の
支
援
を
い
た
だ

き
、
申
請
率
の
向
上
に
つ

な
げ
る
。
73
万
９
千
円
の

予
算
を
計
上
し
、
20
日
間

の
予
定
で
行
う
。

　
　
　

大事なことは
　　　いち早く

鈴
すずき

木 元
もとひさ

久議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
は

２
月
末
で
81
・
５
％

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質 問答 弁

　
　
　

町
長
代
理
と
し
て

総
務
課
長
、
教
育
長
に
対

し
て
依
頼
し
た
回
数
は
。

 
 　

　

総
務
課
長
、
教
育

長
そ
れ
ぞ
れ
１
回
程
度
。

　
　
　

副
町
長
を
置
く
考

え
は
。

 
 　

　

考
え
て
い
る
が
、

現
在
選
考
中
。

　
　
　

ど
の
よ
う
な
人
選

方
法
か
。

　
　
　

私
の
右
腕
と
な
り
、

私
の
分
身
的
で
同
じ
考
え

を
持
つ
人
を
選
考
す
る
。

法
の
設
備
基
準
を
十
分
に
満
た
し
た
設
計

新
庁
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

空席の副町長机

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

学童利用時に学習補助はあるか
自発学習を基本としている

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

県町村会長に選任されたら
就任するのか
話を聞いていないので
答えは出ていない

質
問

質
問

答
弁
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質
問

答
弁

　
　
　

塙
町
で
森
林
再
生

事
業
が
始
ま
り
数
年
が
経

過
し
た
が
、
現
在
に
至
る

ま
で
の
面
積
と
出
材
・
材

積
、
総
事
業
費
は
。

　
　
　

面
積
は
平
成
26
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
に

お
い
て
７
６
９
・
４
㌶
で
、

材
積
は
お
お
よ
そ
７
６
，

９
４
０
立
法
㍍
と
な
り
、

総
事
業
費
は
お
お
よ
そ

20
億
円
と
な
る
。

　
　
　

森
林
再
生
事
業
は

町
か
ら
の
支
出
が
な
い
補

助
事
業
で
、
こ
の
短
期
間

に
20
億
円
が
塙
町
に
投
入

さ
れ
た
こ
と
は
い
ま
だ
か

つ
て
な
か
っ
た
と
思
う

が
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

と
し
て
宮
田
町
長
の
施
政

方
針
の
中
で
国
が
進
め
る

脱
炭
素
化
に
向
け
、
先
行

地
域
計
画
の
策
定
は
町
の

発
展
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て

い
る
が
。

　
　
　

町
の
持
つ
特
性
を

活
か
し
、
ぜ
ひ
手
を
挙
げ

候
補
と
し
て
指
定
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
力
を
重

ね
て
い
く
。

　
　
　

森
林
経
営
管
理
法

の
制
定
に
よ
り
、
塙
町
で

は
森
林
再
生
事
業
後
の
山

林
を
ど
の
よ
う
に
指
導

し
、
次
世
代
の
山
林
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　

令
和
４

年
度
は
羽
黒
山

森
林
整
備
計
画

を
策
定
し
、
森

林
所
有
者
の
意

向
を
調
査
し
て

い
る
と
こ
ろ

で
、
調
査
結
果

が
ま
と
ま
り
し

だ
い
管
理
協
定

を
締
結
し
、
町

が
森
林
整
備
を

行
っ
て
い
く
予

定
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
事
業

面
積
や
、
総
事
業
費
を
踏

ま
え
、
日
本
を
代
表
す
る

林
業
団
地
を
、
東
白
川
郡

全
体
で
取
り
組
む
べ
き
だ

と
思
う
が
、
東
白
川
地
方

町
村
会
で
取
り
上
げ
る
べ

き
で
は
。

　
　
　

多
方
面
で
も
４
町

村
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
郡
内

の
優
秀
な
林
野
を
利
活
用

し
て
い
け
る
よ
う
に
話
を

し
て
い
く
。

　
　
　

塙
町
と
し
て
企

業
と
生
産
者
を
つ
な
げ
る
、

仕
組
み
づ
く
り
の
考
え
は
。

　
　
　

塙
町
醸
造
用
大
麦

生
産
組
合
の
設
立
に
向
け

て
、協
議
を
始
め
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
生
産
量
の

安
定
や
、
品
質
向
上
を
図

る
取
り
組
み
と
し
て
、
塙

町
独
自
の
補
助
金
制
度
の

考
え
は
。

　
　
　

町
独
自
の
振
興
生

産
等
生
産
奨
励
事
業
補
助

金
の
活
用
は
可
能
で
あ
る

が
、
大
麦
生
産
組
合
が
発

足
後
に
事
業
の
進

し
ん
ち
ょ
く

捗
状
況

に
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

森林再生事業後の取り組みは

町の特性を活かし進めていく

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

生
産
組
合
の
設
立
に
向
け
て
、

協
議
を
進
め
て
い
る

遊
休
農
地
の
活
用
と
、

大
麦
栽
培
の
取
り
組
み
は

ここぞというときこそ、
新しいことに挑戦すべき！

　　　
　
　

令
和
元
年
・
甚
大

な
被
害
を
出
し
た
台
風
19

号
は
、
早
い
も
の
で
３
年

が
過
ぎ
た
。
流
水
の
正
常

な
機
能
維
持
、
環
境
の
整

備
と
保
全
を
目
的
に
河
川

法
が
昭
和
39
年
に
制
定
さ

れ
、
土
砂
の
掘
削
行
為
を

取
り
締
ま
っ
た
こ
と
で
、

河
川
内
に
堆
積
し
た
土
砂

が
た
ま
り
、60
年
後
の
今
、

床
上
浸
水
被
害
を
引
き
起

こ
し
た
。
撤
去
さ
れ
た
大

量
の
土
砂
が
運
び
込
ま

れ
、
道
路
や
土
捨
て
場
で

は
別
な
被
害
が
起
こ
っ
て

い
る
。
河
川
か
ら
搬
出
さ

れ
た
土
量
・
搬
入
先
を
承

知
し
て
い
る
か
。

　
　
　

久
慈
川
・
塙
小
学

校
前
か
ら
道
の
駅
前
合
流

ま
で
の
土
量
６
万
立
方
㍍
、

伊
香
堰せ

き

下
流
、
植
田
地
区

の
土
量
６
万
立
方
㍍
、
川

上
川
・
中
学
校
前
の
河
川

か
ら
取
り
除
か
れ
た
土
量

は
承
知
し
て
い
な
い
。
西

河
内
の
田
中
地
区
農
地

１
万
２
０
０
０
平
方
㍍
、

稲
沢
の
吉
成
公
園
内
２
万

平
方
㍍
に
運
び
込
ま
れ

た
。

　
　
　

稲
沢
地
区
住
民
の

心
配
は
、
土
盛
り
の
土
砂

崩
れ
で
あ
る
。
積
み
上
げ

ら
れ
た
土
砂
の
高
さ
制
約

の
な
い
、
県
承
認
に
心
配

が
残
る
。
町
の
対
応
を
聞

く
。

　
　
　

土
砂
の
搬
入
は
３

月
20
日
に
終
了
。
以
降
２

カ
月
以
内
に
、
表
土
の
整

地
、
法
面
勾
配
を
１
割
８

分
、
緑
化
対
策
を
施
し
て

仕
上
げ
る
と
聞
い
て
い

る
。
町
は
今
後
と
も
、
現

状
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
　

道
路
の
補
修
負
担

は
誰
に
な
る
の
か
。

　
　
　

壊
し
た
人
が
確
定

し
て
い
る
場
合
は
、
原
状

回
復
を
し
て
も
ら
う
。
業

者
と
協
議
し
て
い
る
。

　
　
　

車
両
洗
浄
に
よ
る

土
砂
の
河
川
流
入
が
あ

り
、
す
で
に
環
境
悪
化
し

て
い
る
。
常
に
は
流
れ
て

い
な
い
水
路
が
埋
め
立
て

ら
れ
、
大
雨
の
対
策
が
十

分
な
の
か
心
配
。
町
と
業

者
間
で
の
対
応
は
あ
っ
た

の
か
。

　
　
　

土
砂
崩
れ
の
よ
う

な
対
策
を
業
者
に
指
示
し

て
い
る
。

先
せんいじょうもん

意承問

青
あおと

砥　與
ようぞう

藏議員

久
慈
川
・
川
上
川
に
堆
積
し
た
土
砂
運
搬
、

土
砂
捨
て
場
の
町
の
対
応
は

業
者
と
協
議
し
て
い
る

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

令
和
４
年
度
に
田

代
地
区
で
公
共
交
通
空
白

地
区
実
証
実
験
を
行
う
た

め
、
予
算
７
０
０
万
円
を

計
上
し
、
８
カ
月
遅
れ
で

今
年
１
月
～
２
月
の
実
証

実
験
が
行
わ
れ
た
。
検
証

結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

運
行
業
務
委
託
先

は
ダ
リ
ア
観
光
バ
ス
、
ド

ア
ツ
ー
ド
ア
型
の
デ
マ
ン

ド
運
行
、平
日
の
２
日
間
、

午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
。
運
賃
は
無
償
で
、

前
日
の
午
後
５
時
ま
で
ダ

リ
ア
観
光
バ
ス
へ
予
約
な

ど
の
条
件
で
行
っ
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
。
Ｉ
Ｐ
告

知
・
回
覧
板
で
お
知
ら
せ

し
た
が
利
用
者
が
少
な

く
、
周
知
徹
底
・
段
取
り

の
ま
ず
さ
に
反
省
し
て
い

る
。

　
　
　

実
証
実
験
の
内
容

が
、
区
長
さ
ん
も
区
役
員

・
対
象
者
も
利
用
の
内
容

を
知
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。

対
象
者
、
区
長
さ
ん
へ
の

説
明
会
や
打
ち
合
わ
せ
、

聞
き
取
り
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　

説
明
会
が
必
要

だ
っ
た
。
対
応
不
足
で
あ
っ

た
。

　
　
　

対
象
者
は
、
田
野

作
・
丸
ヶ
草
・
呼
石
・
鳩

ノ
宮
な
ど
一
連
の
地
域
で

あ
る
が
。

　
　
　

今
回
は
田
代
地
区

の
み
だ
っ
た
が
、
時
間
を

か
け
て
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
形
を
構
築
し

た
い
。

質 問答 弁

公
共
交
通
空
白
地
区
の
実
証
実
験
を
伺
う

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
形
を
構
築
し
た
い

稲沢・吉成公園内の土砂捨て場

※言われる前に、相手の
　立場で考える

森林再生事業（施工後）

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

　
　
　

塙
町
に
は
観
光
庁

が
国
内
４
番
目
に
認
定
し

た
三
角
形
の
道
が
あ
る

が
、
設
定
ル
ー
ト
に
は
含

ま
れ
て
い
る
の
か
？　

含

ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
今
後
の
ど
の
よ
う
に

三
角
形
の
道
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

一
部
含
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
な
る
情
報
発
信

に
努
め
て
い
く
。

県
初
設
定
の
自
転
車
ル
ー
ト
に

三
角
形
の
道
は
？

一
部
含
ま
れ
て
い
るそ

の
他
質
問

・
塙
町
竹
活
用
交
流
施
設

の
利
用
状
況
と
取
り
組
み

・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
活
用

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
町
づ
く
り
を

目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
道

の
駅
は
な
わ
お
よ
び
湯
遊

ラ
ン
ド
は
な
わ
に
電
気
自

動
車
充
電
ス
タ
ン
ド
の
設

置
を
考
え
て
は
。

　
　
　

設
置
に
関
し
て

は
、
費
用
も
発
生
す
る
た

め
補
助
率
の
良
い
国
県
な

ど
の
補
助
事
業
を
探
し
な

が
ら
、
費
用
対
効
果
も
十

分
に
精
査
し
た
う
え
で
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　
　
　

災
害
時
の
緊
急
避

難
場
所
に
な
っ
て
い
る
道

の
駅
は
な
わ
に
は
、
電
気

自
動
車
充
電
設
備
の
義
務

付
け
は
な
さ
れ
て
な
い
の

か
。

　
　
　

義
務
付
け
は
な

い
。

　
　
　

普
及
が
見
込
ま
れ

る
電
気
自
動
車
を
町
の
公

用
車
に
移
行
す
る
考
え

は
。

　
　
　

市
場
で
の
普
及
に

よ
り
車
両
価
格
、
充
電
イ

ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
車
等
を
含
め
電

動
車
の
導
入
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　

町
営
の
介
護
老
人
福
祉

施
設
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
の
考
え

は
。

　
　
　

市
町
村
が
施
設
の
建
設

を
行
う
に
は
、
補
助
金
が
な

く
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

は
違
う
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
を
実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

他
町
村
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
際
に
、

現
住
所
を
移
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
と
、
何
名
の
方
が

移
動
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

民
法
上
で
も
現
在
生
活

を
行
っ
て
い
る
場
所
を
現
住
所

と
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
住
所
を
移
動
し
て
い
る

人
は
81
名
。　

　
　

南
庁
舎
解
体
に
よ
り

健
康
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係

が
仮
場
所
の
た
め
、
町
民
へ

の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
至
っ
て

い
な
い
か
。
ま
た
、
場
所
が

一
目
で
分
か
る
看
板
設
置

を
。

　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
社
会
福
祉
協
議
会
と
同
じ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内

に
移
動
し
た
の
で
、
若
干
の

ご
不
便
を
か
け
て
い
る
。
今

後
、
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク

シ
ー
助
成
の
申
請
も
始
ま
る

の
で
、
看
板
設
置
は
前
向
き

に
検
討
す
る
。
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質
問

答
弁

リーディングスキルテストの内容は

基礎的読解力を診断するテストである

吉
よしむら

村 守
もりひろ

広議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

塙
町
が
福
島
県
の

協
力
校
と
し
て
指
定
を
受

け
取
り
組
ん
で
い
る
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト

の
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

文
章
に
書
か
れ
て

い
る
意
味
を
正
確
に
と
ら

え
る
力
（
基
礎
的
な
読
解

力
）
を
診
断
す
る
た
め
の

テ
ス
ト
で
あ
る
。
６
分
野

７
項
目
の
問
題
か
ら
読
解

の
能
力
値
を
診
断
す
る
。

　
　
　

具
体
的
な
問
題
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

例
え
ば
同
義
文
判

定
の
問
題
は
、
次
の
例
題

で
あ
る
。

・
義
経
は
平
氏
を
追
い
つ

め
、
つ
い
に
壇
ノ
浦
で
ほ

ろ
ぼ
し
た
。

・
平
氏
は
義
経
に
追
い
つ

め
ら
れ
、
つ
い
に
壇
ノ
浦

で
ほ
ろ
ぼ
さ
れ
た
。

　

二
つ
の
文
が
表
す
内
容

は
同
じ
か
、
異
な
る
か
。　
　

答
え
：
同
じ
で
あ
る

（
教
育
の
た
め
の
科
学
研

究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
）

　
　
　

テ
ス
ト
の
結
果

と
、
そ
の
後
の
授
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

結
果
は
、
全
国
平

均
以
上
で
偏
差
値
は
50
を

越
え
て
い
る
。
３
年
間
で

も
読
解
力
は
伸
び
て
い

る
。
授
業
の
改
善
は
、
教

師
が
読
解
力
の
視
点
を

持
っ
て
事
前
に
教
科
書
を

分
析
し
、
分
か
り
に
く
い

所
を
想
定
し
丁
寧
に
、
具

体
的
に
指
導
し
て
い
る
。

　
　
　

ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
デ
ジ
タ
ル
機

器
の
長
時
間
使
用
に
よ
る

危
険
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

家
庭
に
帰
っ
て
か

ら
の
ゲ
ー
ム
依
存
症
が
見

受
け
ら
れ
る
。
不
登
校
に

も
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ

る
の
で
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
専
門

家
、
保
護
者
と
相
談
し

て
、
家
庭
で
の
生
活
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
詐
欺
等
の
犯
罪
に
ま
き

こ
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
講
演
会
等
を
行
い

対
応
し
て
い
る
。

　
　
　

町
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

　
　
　

町
づ
く
り
は
人
づ

く
り
で
あ
る
。
町
を
守
っ
て

い
け
る
子
ど
も
た
ち
を
た

く
さ
ん
育
て
て
い
き
た
い
。

そ
れ
は
塙
町
を
誇
り
に
思

い
、
良
く
し
た
い
と
思
う

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
塙
町
が

好
き
だ
と
言
っ
て
く
れ
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
一
番

の
基
本
に
し
た
い
。

児童・生徒には
読書習慣を

質 問答 弁

電
気
自
動
車
の
普
及
に
伴
い
充
電
ス
タ
ン
ド
を

費
用
対
効
果
を
精
査
し
た
う
え
で
検
討

一歩一歩前向きに

下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員

高齢者支援係が一目で分かる
看板設置は
高齢者外出支援タクシー申請も
始まるので前向きに検討

電気自動車充電スタンド（イメージ）

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
を
実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
る

町
営
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
考
え
は

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

？
　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
の
６
分
野
７
項
目

１
．
係
り
受
け
解
析

　
　

（
文
の
構
造
を
正
し
く
把
握
す
る
）

２
．
照
応
解
決

　
　

（
代
名
詞
が
何
を
指
し
て
い
る
か
を
正
し
く
認
識
す
る
）

３
．
同
義
文
判
定

　
　

（
二
つ
の
文
が
同
義
か
ど
う
か
を
正
し
く
判
定
す
る
）

４
．
推
論

　
　

（
既
存
の
知
識
と
新
し
い
知
識
か
ら
、論
理
的
に
判
断
す
る
）

５
．
イ
メ
ー
ジ
同
定

　
　

（
文
と
図
や
グ
ラ
フ
を
正
し
く
対
応
づ
け
る
）

６
．
具
体
例
同
定

　

①
辞
書
的
定
義

　

②
理
数
的
定
義

　
　

（
辞
書
の
定
義
及
び
理
数
的
な
定
義
を
理
解
し
、

　
　

新
し
い
語ご

い彙
と
そ
の
用
法
を
獲
得
で
き
る
）

【
教
育
の
た
め
の
科
学
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
】



　
　
　

原
発
事
故
追
加
賠

償
金
の
決
定
に
伴
う
町
の

関
与
は
。

　
　
　

町
村
会
の
取
り
組

み
、
連
携
を
含
め
し
っ
か

り
要
望
し
て
き
た
。
今
回

の
追
加
賠
償
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

町
民
が
受
け
取
る

追
加
賠
償
金
は
。

　
　
　

現
段
階
の
東
電
の

説
明
で
は
、
当
時
い
た
方

を
考
え
て
い
る
。
今
後
、

詳
細
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
　
　

職
員
採
用
お
よ
び
人

事
関
係
に
つ
い
て
は
。 

　
　
　

町
職
員
と
し
て
優
秀

な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、

年
度
始
め
に
県
が
一
括
し
て

実
施
し
て
い
る
町
村
職
員
採

用
情
報
に
登
録
掲
載
を
し
て

募
集
を
行
っ
て
い
る
。
採
用

試
験
は
県
町
村
会
で
実
施
し

て
い
る
統
一
試
験
に
参
加
し

て
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

受
験
資
格
は
ど
の
よ

う
に
。

　
　
　

大
卒
程
度
、
年
齢
も

幅
広
く
し
て
35
歳
ま
で
応
募

で
き
る
よ
う
な
受
験
資
格
に

し
て
い
る
。

　
　
　

人
事
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
。

　
　
　

身
上
調
査
を
毎
年

行
っ
て
い
る
。面
談
の
中
で
、

町
行
政
運
営
の
適
材
適
所
を

見
極
め
て
仕
事
の
完
成
率
を

上
げ
る
思
い
で
人
事
し
て
い

る
。

　
　
　

町
職
員
の
町
民
に
対

す
る
応
対
が
悪
い
声
が
あ
る

が
。

　
　
　

一
部
の
職
員
の
対
応

が
不
備
で
あ
る
話
も
聞
き
及

ん
で
い
る
。
そ
の
職
員
の
対

応
は
面
談
を
行
い
、
変
わ
ら

な
い
場
合
は
配
置
換
え
を
検

討
す
る
し
か
な
い
状
況
。

　
　
　

町
と
議
員
等
の
癒

着
が
起
き
な
い
よ
う
に
透

明
性
の
確
保
が
重
要
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　

癒
着
、
望
ま
し
く

な
い
状
況
で
強
く
結
び
つ

い
て
い
る
と
解
す
れ
ば
、

町
と
公
職
に
あ
る
者
と
の

癒
着
に
つ
い
て
は
事
業
運

営
の
公
正
、
そ
し
て
事
務

執
行
の
適
正
を
保
持
す
る

う
え
で
絶
対
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

利
害
関
係
者
へ
の

団
体
の
長
、
代
表
者
へ
の

委
託
契
約
と
か
補
助
金
は

出
し
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　

議
員
が
代
表
等
を

務
め
る
団
体
等
の
契
約
に

つ
い
て
は
振
興
作
物
生
産

奨
励
事
業
委
託
、
清
掃
業

務
委
託
、
学
校
給
食
賄
い

材
料
費
購
入
、
農
林
水
産

物
直
売
食
材
供
給
施
設
管

理
委
託
等
法
令
に
基
づ
き

契
約
締
結
し
適
正
に
事
業

実
施
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。  
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質
問

答
弁

原発追加賠償金、町の関与は

取り組み、連携を含めつながった

吉
よしだ

田　克
かつのり

則議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

塙代官所跡地の歴史ある紅
葉を伐採、時代を見守って
きたものだけに残念だ！

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

あの質問はどうなったのか？
議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

地籍調査の進
しんちょく

捗状況は
（令和 2年 6月定例会）

制服の助成は
（令和3年 12月定例会）

入学祝金を給付する
（令和 5年 3月定例会）

令和4年度末の進捗率59.25％
（令和５年３月）

立案していかなければならない
町全体で 57％実施

答弁
答弁

その後

その後

　中学校入学時、学校指定の制服等に約

10 万円かかる。町として助成が必要な

のでは。　

　地籍調査の進捗状況と実施されている

地区は。

　令和４年度は、入学祝金として、小・

中学校入学生に３万円を給付。令和５年

度からは、1人５万円を給付する。

湯舟 1地区　山形字家の前地内 0.5 ㎢。
　湯舟観音堂周辺から町道湯舟山形大畑
　線沿線および丸ヶ草分館周辺の地域。
田野作 1地区　田野作字田野作外地内
　　　　　　　　　　　　　　0.35 ㎢。
　田野作区集落周辺および町道川辺一本
　木 1線の周辺地域。
湯岐4地区　湯岐字湯岐前外地区0.3㎢。
　県道高萩塙線沿い木野反分館北側周辺
　および旧湯岐山荘周辺の地域。
田代地区
　森林境界明確化農林業国土調査を実施
　中。
令和 4年度末　
　・調査対象面積 121 ㎢　
　・調査済面積 71.69 ㎢　
　・進捗率 59.25％
令和 5年度
　片貝・国道 349 号線から那倉地区沿い
　を改良優先する予定。

　町づくりの一環、子育て支援として

しっかりと立案していかなければならな

い。　

　町全体で57％を実施。川上11地区大字

川上字梅ヶ久保地内調査中。

癒
着
は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

町
と
議
員
等
の
透
明
性
の
確
保
は

役場庁舎内、窓口業務と職員事務執行状況の様子

質
問

答
弁

答
弁

役場職員採用受験資格は

大卒程度 35歳まで応募
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・
調

査

日

令
和
5
年
１
月
20
日（
金
）

・
場　
　

所　

委
員
会
室

・
出
席
委
員　

下
重
義
人
委
員
長

　
　
　
　

ほ
か
委
員
全
員（
計
７
名
）

・
調
査
の
ま
と
め

　

Ｉ
Ｐ

告
知
シ
ス
テ
ム
使
用

料
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
年
額

３
６
０
０
円
、
平
成
29
年
度
か
ら
は

年
額
３
３
０
０
円
と
な
り
、
希
望
す

る
世
帯
・
事
務
所
に
設
置
し
て
い
る
。

公
共
施
設
・
集
会
所
は
無
料
、
非
課

税
世
帯
・
60
歳
以
上
一
人
暮
ら
し
・

高
齢
者
の
み
世
帯
・
障
害
者
手
帳
を

有
す
る
世
帯
は
申
請
に
よ
り
減
免
し

て
い
る
。不
納
欠
損
処
理
は
な
い
が
、

未
納
額
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
再
送
信
シ
ス
テ
ム

使
用
料
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
年
額

４
８
０
０
円
、
平
成
29
年
度
か
ら
年

額
４
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
減

免
制
度
は
な
い
。

　

町
税
等
の
収
納
状
況
は
、
収
納
率

が
12
月
末
82
・
63
％
、
昨
年
度
よ
り

０
・
44
％
改
善
。
滞
納
額
は
平
成
24

年
度
の
２
億
８
千
万
円
が
令
和
３
年

度
に
は
７
千
５
百
万
円
と
減
少
し
て

い
る
。

町
税
や
使
用
料
の
収
納
は
町
の
貴

重
な
財
源
で
あ
る
。
滞
納
者
に
対
し

て
根
気
よ
く
対
応
し
て
、
時
効
に
よ

る
徴
収
権
の
消
滅
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
努
め
て
も
ら
い
た
い
。　
　

・
調

査

日

令
和
５
年
２
月
６
日（
月
）

・
場　
　

所　

防
災
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

３
階
会
議
室

・
出
席
委
員　

七
宮
広
樹
委
員
長

 
 
 
 
 
 
 　

ほ
か
委
員
全
員（
計
６
名
）

・
調
査
の
ま
と
め

　

代
表
監
査
か
ら
商
工
振
興
活
動
事

業
費
補
助
事
業
が
商
工
会
の
運
営
費

に
な
っ
て
い
な
い
か
と
の
指
摘
を
受

け
て
お
り
、
令
和
５
年
度
予
算
で
は

金
額
・
内
容
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
る
点
を
重
視
し
、
調
査
を
実
施
し

た
。

　

町
と
商
工
会
は
令
和
４
年
５
月

に
、
町
に
よ
る
今
後
の
同
事
業
の
意

向
伝
達
と
、
商
工
会
の
抱
え
る
組
織

再
編
計
画
、
会
員
高
齢
化
、
後
継
者

問
題
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
同
補
助
事
業
の

仕
組
み
が
会
員
に
伝
わ
ら
ず
、
理
解

も
得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
の
同
事
業
は
各

部
会
な
ど
で
企
画
し
た
事
業
を
見
え

る
化
し
、
企
画
書
を
も
っ
て
町
に
よ

る
精
査
後
に
補
助
金
が
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
予
算
額
は

３
０
０
０
万
円
（
令
和
４
年
度
ま
で

は
８
０
０
万
円
）
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
各
部
会
等
か

ら
の
調
査
日
時
点
で
問
い
合
わ
せ
や

相
談
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
次
世
代

の
担
い
手
の
青
年
部
や
、
柔
軟
性
と

発
想
力
豊
か
な
女
性
部
に
は
、
特
に

失
敗
を
恐
れ
ず
町
の
商
工
振
興
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
き
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
と
と
も
に
期
待
す
る
。

　

各
委
員
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
・
要
望
が
出
た
が
、
今
後
の
取
り

組
み
に
対
す
る
期
待
と
励
ま
し
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
町
と
商
工
会
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
と
今
以

上
の
連
携
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

町
税
等
の
収
納
状
況
と

不
納
欠
損
・
滞
納
対
策

商
工
振
興
活
動
事
業
費
補
助
事
業

所管事務調査レポート

役場新庁舎News
　
　

役
場
新
庁
舎
用
備
品
購
入
で
地
元
木
材

　
　

を
使
っ
た
デ
ス
ク
等
の
考
え
。

　
　

天
板
に
木
を
使
用
す
る
と
キ
ズ
が
つ
き

　
　

や
す
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た

め
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
に
地
元
木
材
を
使
用

し
て
、
木
の
町
は
な
わ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　
　

議
会
放
送
設
備
等
備
品
購
入
費
の
内

　
　

訳
。

　
　

放
送
設
備
の
み
の
予
算
計
上
。
議
場
関

　
　

係
の
備
品
は
、
新
庁
舎
用
備
品
購
入
費

に
含
ま
れ
て
い
る
。　

　
　

開
か
れ
た
議
会
（
見
る
側
・
聞
く
側
）

　
　

を
目
指
し
、議
場
内
に
表
示
モ
ニ
タ
ー
、

庁
舎
の
１
階
・
２
階
お
よ
び
窓
口
に
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
、
議
会
中
継
を
行
う
。

令
和
５
年
12
月
以
後
の
議
会
関
連
の
経
緯
を

掲
載
し
ま
す

令
和
５
年
３
月
定
例
会

令和6年5月開庁に向けて、
工事が進められています

①車庫等の解体状況（令和4年12月2日）④基礎部分のコンクリート打設状況（令和5年3月23日）

②基礎部分の掘削状況（令和5年2月16日）

③基礎部分の配筋状況（令和5年3月8日）

⑤基礎部分の埋戻状況（令和5年4月10日）

　
　

放
送
設
備
の
概
要
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
・
令
和

７
年
度
ま
で
の
継
続
費
設
定
（
総
額

18
億
６
２
０
０
万
円
）
に
基
づ
く
役
場
庁
舎

改
築
事
業
８
億
２
３
１
４
万
円
を
可
決
。

※
主
な
事
業
内
容

　

役
場
新
庁
舎
建
設
第
Ｉ
期
工
事
、
役
場
新

庁
舎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、
福
島
県
総
合
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
移
設
、
役
場
新
庁
舎

用
備
品
購
入
費
等

今
後
も
状
況
を
注
視
し
、
議
会
と
し
て
執
行

機
関（
町
）の
監
視
機
能
を
果
た
し
て
い
き
ま
す

役場新庁舎News
ＡＡ QQＡＡ QQＡＡ QQ
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塙町議会だより第162号塙町議会だより第162号 2223

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和5年1月1日　～　3月31日

年月日 会 議 名 称

金
澤
太
郎

菊
地
哲
也

鈴
木
元
久

吉
村
守
広

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

割
貝
寿
一

5.1. 6 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - - - -

5.1.12 広報常任委員会（議会だより編集） ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - - - -

5.1.20 総務常任委員会（所管事務調査） - ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ○ ○ -

5.2. 6 経済常任委員会（所管事務調査） ○ - ○ - ○ - ○ - - ○ - - ○

5.2.14 全員協議会（令和 4年度塙町教育委員会点検評価報告書の説明 ほか） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.2.16 令和 4年度町村議会広報クリニック ○ ○ ○ ○ - - - - - - - - -

5.2.28 議会運営委員会（3月定例会運営） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

5.3. 2 全員協議会（子ども第三の居場所事業の説明 ほか） ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.3. 7 3 月定例会（1日目：議案説明） ○ ○ ○ ○ 私用
早退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.3. 8 3 月定例会（2日目：議案説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.3. 8 総務常任委員会（閉会中審査内容決定） - ○ - ○ - ○ - ○ ○ - ○ ○ -

5.3. 8 経済常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ - ○ - ○ - ○ - - ○ - - ○

5.3. 8 広報常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ ○ ○ ○ - - ○ ○ - - - - -

5.3. 9 3 月定例会（3日目：一般質問 6名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.3.10 3 月定例会（4日目：一般質問 3名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.3.13 予算決算常任委員会（当初予算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.3.14 予算決算常任委員会（当初予算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.3.15 議会運営委員会（追加議案） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

3.3.15 全員協議会（追加議案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.3.15 3 月定例会（最終日：議案審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.3.15 全員協議会（議会だより編集方針） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.3.15 議会運営委員会（3月定例会検証） - - - - ○ ○ - ○ ○ ○ - ○ ○

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と
して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、
忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

○出席　－該当外

議会のできごと

全国町村議会議長会表彰を受賞
―鈴木孝則議員―

 町村議会議員として 15年以上在職し功労
のあった者として、鈴⽊孝則議員が全国町村
議会議⻑会表彰を受賞しました。令和 5年 2
⽉ 8⽇開催の全国町村議会議⻑会第 74回定
期総会において表彰されたもので、3⽉定例
会初⽇、議場において割⾙議⻑より表彰伝達
が⾏われました。鈴⽊議員は、平成 20年 3
⽉ 31 ⽇に当選し現在 4期⽬。平成 28 年 4
⽉ 5⽇からは副議⻑を務めています。

①表紙・裏表紙

・表紙・裏表紙は、町内施設や町民活動を

ビジュアルで分かりやすく伝えられる良い

機会だと思う。これからも、手に取って読

みたくなるような親しみやすい写真を載せ

てほしいし、「みんないきいき」を活用し

た会員募集を積極的にするべきだと思う。

　前回 1 月 20 日発行の議会だより 161 号

に対する議会だよりモニターの声を掲載し

ます。

　

モ
ニ
タ
ー
も
４
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
間
に
は
、
こ
ど
も
園

の
開
園
や
高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
の
開
設
、
台
風
19
号
被
災
支

援
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
エ
ー
ル
は
な

わ
商
品
券
の
配
布
な
ど
や
最
近
で

は
新
庁
舎
の
建
設
、
子
ど
も
第
三

の
居
場
所
事
業
な
ど
多
く
の
こ
と

を
議
会
だ
よ
り
を
介
し
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
逆
に
言
え

ば
、
読
ん
で
い
な
け
れ
ば
「
最
近

工
事
が
始
ま
っ
た
け
れ
ど
○
○
が

で
き
る
ん
だ
っ
て
」
程
度
の
興
味

し
か
な
か
っ
た
か
と
思
う
と
、
モ

ニ
タ
ー
を
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
議
会
だ
よ
り
を
熟

読
し
て
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は
、

も
っ
と
町
民
の
声
を
聴
い
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
。
事
業
が
決
定
さ

れ
る
前
に
、
町
民
に
と
っ
て
本
当

に
必
要
か
ど
う
か
議
員
の
方
々
に

も
厳
し
く
精
査
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

も
っ
と
町
民
の
声
を
聴
い
て
ほ
し
い

も
っ
と
町
民
の
声
を
聴
い
て
ほ
し
い

も
っ
と
町
民
の
声
を
聴
い
て
ほ
し
い

大
おおとも

友 康
やすこ

子さん
（台宿）

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
下
の
方

に
、
月
初
め
の
人
口
と
世
帯
数
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
存
じ
の

と
お
り
、
数
値
が
減
る
ば
か
り
で

増
え
る
こ
と
は
な
く
寂
し
い
限
り

で
す
。

　

議
会
報
を
拝
見
す
る
と
、
人
口

減
を
ど
う
防
ぐ
か
、
そ
れ
に
伴
う

負
の
事
象
を
ど
う
解
決
す
べ
き
か

と
い
う
町
と
議
員
さ
ん
各
位
の
強

い
思
い
が
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

心
強
い
限
り
で
す
。

　

人
手
が
足
り
な
い
、
カ
ネ
が
足

り
な
い
等

不
安
材
料
だ
ら
け
で

す
が
、
議
会
報
を
通
し
て
町
民
自

ら
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ず
は

お
ら
が
故
郷
か
ら
始
め
て
、
国
の

元
気
を
取
り
戻
す
た
め
に
一
緒
に

知
恵
を
絞
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

チ
イ
サ
ナ
コ
ト
カ
ラ
コ
ツ
コ
ツ
ト  

マ
ケ
ル
モ
ノ
カ
。

明
る
い
話
題
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

一
緒
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
緒
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
緒
に
知
恵
を
絞
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

渡
わたなべ

邉 雅
まさお

男さん
（川上）

議会だよりの紙⾯づくりに多くの⽅の意⾒を取り⼊れるため、令和 5 年度のモニターを募集します。
詳しくは、議会事務局℡ 43-2150 までご連絡ください。

②２～５ページ（１２月定例会の内容）

・各種給付金・助成金について、町の考え

や金額について理解できたが、大切な血税

なので、慎重に協議いただき対応してほし

い。

・補正予算の内容が分かりやすくまとまっ

ていた。質疑を合わせて読むことで、町の

予算について考えるきっかけになると思

う。学生や若い世代にも読んでほしい。

③６～１５ページ（一般質問）

・町立図書館は子育て世帯にとってもとて

も大切な施設なので、子育て支援と併せて

充実した運営をしていってほしいし、今後

も議会や子ども支援室をはじめとした町全

体で関わっていくべきだと思う。

④後半ページ

・視察研修の内容が載っていましたが、他

を見て知ることは大切だと思う。他の地域

もさまざまな挑戦をしているのだなと勉強

になった。

・新庁舎建設の進
しんちょく

捗状況を、この後も引き

続き追跡レポートで知らせてほしいと思う。

⑤その他

・１人でも多くの町民の方が議会だよりを

読み、議員の皆さんの活動、働きに、そし

て町の未来に関心を持ってもらえることを

願う。

・モニターさんの声に対する議会、議員の

コメントを載せてはどうか。

議会だよりモニターを募集します︕議会だよりモニターを募集します︕議会だよりモニターを募集します︕



塙町議会だより第162号 24

令和５年６月定例会は
６月８日（木）からの予定です。
場所　役場２階　議場

あなたも議会をあなたも議会を
傍聴してみませんか傍聴してみませんか

あなたも議会を
傍聴してみませんか

U
R
L
https://w

w
w
.tow

n.hanaw
a.fukushim

a.jp/
E-m

ai
gikai@

tow
n.hanaw

a.fukushim
a.jp
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福
島
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川
郡
塙
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大
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塙
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大
町
三
丁
目
２１

TEL０２４７－４３－２１５０
　
FAX０２４７－４３－２１１６

発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
　
割
貝
寿
一

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：太極拳サークル塙
活 動 場 所：塙町公民館第二会議室
活　動　日 ：毎週木曜日午前 10時 30分～ 12 時
連　絡　先 ：金澤　TEL43 － 0079

　太極拳は、中国で生まれ育った健康体操の

一つです。

　塙町公民館第二会議室を教室に、毎週木曜

日午前 10 時 30 分から 12 時まで牧田京子先

生の指導のもとで行っています。初心者でも

分かりやすい、ゆっくりとした体の動きの体

操をしています。

　太極拳を通して会員の親睦を図るととも

に、体力維持に努め、心身ともに豊かな生活

を目指しながら練習に励んでいます。

　興味のある方、男性の方大歓迎です！！

　

今
年
に
入
り
、
コ
ロ
ナ
禍
も

随
分
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。

３
月
13
日
か
ら
は
マ
ス
ク
着
用

が
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、

５
月
に
は
感
染
症
法
上
の
位
置

付
け
が
５
類
へ
移
行
す
る
方
針

と
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
が
ま

た
拡
大
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

３
年
間
広
報
委
員
と
し
て
発

行
に
携
わ
り
、
モ
ニ
タ
ー
さ
ん

の
意
見
等
を
参
考
に
読
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
議
会

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
さ
ら
に
読
み
た
く
な

る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
発

行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
感
想
や
、
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
れ
ば
幸

い
で
す
。
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傍聴時は感染症予防の観点から
マスク着用をお願いします　　

心身ともに豊かな生活を目指し、楽しく練習に励んでいます
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